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アクセルやブレーキを踏む癖をデータ化
し、個々の顧客の性向を⾃動⾞保険
料算出に反映

IoTを駆使して受注、⽣産管理、
配送管理まで⾏い、カスタマイズされ
た製品を効率よく⽣産し出荷する
「マス・カスタマイゼーション」を実現

旅館で宿泊客の好みやノウハウ
などの情報をクラウドで共有し、
個々のニーズに合わせたサービス
の品質向上を実現

第４次産業⾰命による仕事の変化

スーパーのレジ係

製造ラインの⼯員

定型・低額の保険商品の販売

今後求められる⼈材

ITトップ⼈材

IT専⾨⼈材

ITリテラシーの
標準装備

・トップレベルのAIエンジニア、⾼度なセキュリティ⼈材(ホワイトハッカー)
・トップレベルのビジネスプロデューサー

・ビジネスの企画⽴案・カスタマイズされた商品・サービスの設計にIT・データの⼒をフル活⽤
（ベンダー企業だけでなくユーザー企業で活躍）

・あらゆる社会⼈が、データ・セキュリティ・プログラミング等の基礎的な知識、仕組み、考え⽅を理解

・知識集約型産業では、
付加価値の源泉は、資本（「モノ」・「カネ」）から「ヒト」へ

労働需要が増加する仕事労働需要が減少する仕事 (※)

AI・ロボット等により従来型の仕事が減少する⼀⽅、新たな雇⽤ニーズも創出

サービス分野

ものづくり分野

保険分野

サービス分野

ものづくり分野

保険分野

データ⼊⼒
過去のデータ分析

パターン化・反復継続の作業

AI・ロボット等で代替

AI・ロボット等を使いこなし、
⾼付加価値でカスタマイズ
された商品・サービスを提供

・「IT⼒」をコアとした⼈材⼒の抜本的強化が不可⽋
（「IT⼒」 × 「各分野の専⾨知識」 × 「課題設定・解決⼒」）

中間層崩壊
の危機

質の⾼い雇⽤
創出のチャンス

「第４次産業⾰命による仕事の変化」と「今後求められる⼈材」
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２現在 2020年

2020年にIT⼈材全体で36.9万⼈不⾜

17.1万
不⾜

36.9万
不⾜

現在 2020年

情報ｾｷｭﾘﾃｨ⼈材は19.3万⼈不⾜

13.2万
不⾜

19.3万
不⾜

現在 2020年

ﾃﾞｰﾀ・AI ⼈材は4.8万⼈不⾜

1.5万
不⾜

4.8万
不⾜

 ⼀定の前提を置いた試算によれば、2020年にはIT⼈材が37万⼈、2030年には79万⼈不⾜
 特に、「情報セキュリティ⼈材」や「ビッグデータ」、「IoT」、「⼈⼯知能」を担う「データ・ＡＩ⼈材」の

不⾜は深刻
 ITベンダー、ユーザー企業に広くIT⼈材がいる⽶国に⽐べ、⽇本では⼀部ベンダー、ユーザー系IT

⼦会社に偏在

ＩＴ⼈材をとりまく現状と⾒通し



３

「データ・ＡＩ」や「情報セキュリティ」
等を中⼼に、旧来のＩＴスキルを転換

ミドル層を中⼼に、事業毎の専⾨性に加えて
ベーシックな「ＩＴ⼒」を装備

旧来のＩＴスキル

データ・ＡＩ

情報セキュリティ ･･･

事業・職種毎の専門性
（マーケティングなど職種毎）
（金融・ものづくりなど産業毎）

ＩＴ力

ベンダー企業 ユーザー企業

①

③国内外のトップ⼈材の育成・獲得
（トップレベルのAIエンジニア、ホワイトハッカー、ビジネスプロデューサー等）

②あらゆる企業⼈がベーシックな「ＩＴ⼒」を広く標準装備
（データ、セキュリティ、プログラミング等の基礎的な仕組みや考え⽅を理解）

下記の3点についてただちに着⼿すべき
① 第四次産業⾰命下でビジネスを⽀えるミドル層の⼈材の育成
・「データ・ＡＩ」や「情報セキュリティ」等を中⼼に、ＩＴベンダー企業のミドル層のスキルの抜本転換
・ユーザー企業でビジネスの最前線に⽴つ⼈材に、「ＩＴ⼒」 のインプット

②ベンダー・ユーザーを問わず、我が国で働くあらゆる企業⼈がベーシックな「ＩＴ⼒」を標準装備
③ 国内外のトップ⼈材の育成・獲得

我が国⼈材の「ＩＴ⼒」の抜本強化の⽅向性



４

３．⽶欧では、⽂理の壁を越えてコンピューター・サイエンスを修得したり、ダブル・メジャー（複数専
攻）は当たり前。トータル・ピクチャーのもとで実践重視。

⽇本では、⼀⽅通⾏の座学中⼼が主流で、⽂理の壁、教員別に分断された講座内容等、専⾨
領域の教育も縦割り。

今こそ改⾰を断⾏して、量・質ともに、コンピューター・サイエンスを中⼼に、世界で勝負できる総
合⼒の育成を図るべき。

４．2020年から初等教育で始まるプログラミング教育を成功させるため、⼦供たちが楽しんで学べる
優れた教材の開発や教える⼈材（教員及び⺠間ICT⽀援⼈材）の育成・確保を急ぐ必要あり。

６．企業の採⽤・処遇において、⾝につけた個々⼈のスキル・能⼒が⼗分に評価されていない（習得
するプログラミング⾔語によって本来得られる報酬レベルは異なるべき）

１．⼤学など教育・⼈材育成を⾏う供給サイドと産業界におけるニーズとのミスマッチが恒常的に⽣じ
ている。

２．３つの⼈⽣ステージ（教育を受ける/仕事をする/引退して余⽣を過ごす）のモデルが⼤きく変質す
る中、本来、教育の重要なターゲットとなるべき社会⼈の学び直しについて、時間的・⾦銭的制約が
ボトルネックとなって実⾏が不⼗分。

我が国⼈材の「ＩＴ⼒」を抜本強化するにあたっての課題

５．トップレベルのＩＴ⼈材を創出するための実践的な「修練の場」が不⼗分。
トランプ政権下で、国際的な⼈材獲得競争が新たなステージに⼊る中、⾼度外国⼈材の獲得・活

⽤が不⼗分。



（参考）スタンフォード⼤学 コンピュータサイエンスコース

基
礎

応
⽤

⼈⼯⾔語（Artificial Language） 数値解析（Numerical Analysis） 計算⽣物学（Computational Biology）

⼊
⾨

計算数学基礎（Mathematical Foundations of Computing）
理論、暗号、ビットコイン（ブロックチェーン）、・・・

ソフトウェア（Software Systems）
OS、Webアプリケーション、コンパイラ、ネットワーク、データベース、UI/UX、並列コンピューティング、プログラミング⾔語、データマイニング、コンピュータグラフィックス、データ・ビジュアライゼーション、・・・

ハードウェア（Hardware Systems）
マルチコアシステム、VR、並列コンピューティング、・・・

⾃主学習（Independent Study and Practicum）
Webアプリケーションプログラミング基礎、 iOS/Androidプログラミング、関数型プログラミング（Clojure）、各種プロジェクト ・・・

アルゴリズム（Analysis of Algorithms）
グラフ・アルゴリズム、計算幾何学的アルゴリズム、乱択アルゴリズム、確率的アルゴリズム、線形近似アルゴリズム、最適化アルゴリズム、複合領域最適化アルゴリズム、・・・

⼊⾨（Introductory, miscellaneous）
UNIX実習、プログラミング基礎、オブジェクト指向、サイバーセキュリティ、クラウドコンピューティング、・・・

⼈⼯知能（機械学習／深層学習）
Artificial Intelligence
Social & Economic Impact of Artificial Intelligence
Statistical Learning Theory
Machine Learning※4

Tensorflow for Deep Learning Research※1

Algorithms of Advanced Machine Learning
Probabilistic Graphical Models
General Game Playing
Automated Reasoning
Computation and Cognition

⾃然⾔語処理（NLP）
From Languages to Information
Spoken Language Processing
Social and Information Network Analysis
Natural Language Processing with Deep Learning※1,2

他

画像認識
Computer Vision:Foundations and Applications※3

Computer Vision:From 3D Recontruct to Recognition
Convolutional Neural Networks for Visual Recognition※3

Representation Learning in Computer Vision

強化学習
Reinforcement Learning
Decision Making under Uncertainty

デジタル画像処理
Digital Image Processing
Convex Optimization

計算⽣物学（バイオメディカル）
Modeling Biomedical Systems
Intro Biomedical Informatics Research Methodology
A Computational Tour of the Human Genome
Deep Learning in Genomics and Biomedicine
Reps and Algor for Computational Molecular Bio
Translational Bioinformatics
Comp Biology: Struct & Org of Biomolecules & Cells
Computational Biology in Four Dimensions
Statistical and Machine Learning for Genomics
Computational Models of the Neocortex

HCI（⼈間とコンピュータの相互作⽤）
Information Retrieval and Web Search※1

Research Topics in Human-Computer Interaction
Understanding Users
Designing Solutions to Global Grand Challenges

他

コンピュータ・サイエンス
全体感のあるカリキュラム体系

潮流に合わせたカリキュラム

ベーシックな技術レベルが⾼い

プロジェクトベースの実践型

応⽤研究が講義に盛り込まれる

５
※「https://cs.stanford.edu/academics/courses」2016-2017のカリキュラムのタイムテーブルより、便宜上カリキュラム体系の領域毎に⼊⾨・基礎・応⽤分けして整理。



※4
Andrew Ng

アンドリュー・ング教授
コンピュータサイエンス博⼠

2011年には、スタンフォード⼤学の主なMOOC
（⼤規模オープン・オンラインコース）プラットフォー
ムの開発を指導し、10万⼈以上の学⽣にオンライ
ン機械学習クラスを教え、Courseraを設⽴。

深層学習をベースにGoogle Brainプロジェクトを
創設し指導し、その後百度（バイドゥ）のチーフサ
イエンティストを務め、両社のAI戦略を策定する際
に主導的な役割を果たした。2017/03に百度を
退職し、ヘルスケアや教育分野に関⼼を⽰してい
る。

※3
Fei-Fei Li

フェイフェイ・リー教授
電⼦⼯学博⼠

1976年、中国・北京⽣まれ。四川省・成都市で
育ち、16歳で両親と共にアメリカへ移住。99年、
プリンストン⼤学より物理学の学⼠号を取得。その
後、カリフォルニア⼯科⼤学に進み、01年に電⼦
⼯学の修⼠号を、05年に博⼠号を取得。プリンス
トン⼤学の助教および准教授を経て、09年、スタ
ンフォード⼤学コンピューターサイエンス学部の助教
に就任。12年、同学部の准教授に、13年、スタ
ンフォード⼈⼯知能研究所（SAIL）の所⻑に就
任。
TRI（Toyota Research Institute）のアドバ
イザリーを歴任し、「AIの⺠主化」を⽬的に
Googleに移籍。

※2
Richard Socher

リチャード・ソーチャー客員教授
コンピュータサイエンス博⼠

現在の第3次⼈⼯知能（AI）ブームをけん引す
る深層学習の先駆者の⼀⼈として挙げられている
。2014年にスタンフォードでコンピュータサイエンス
の博⼠号を取得後、MetaMindを創業。

⼈⼯知能（深層学習、⾃然⾔語処理、コンピュ
ータビジョン）を活⽤したスタートアップ企業は
2016年に⽶Salesforceに買収されている。現在
は同社のチーフサイエンティストを務めており、AI研
究を主導している。

※1
Christopher 
D.Manning

クリストファー・D・マニング教授
⾔語学博⼠

1965年、オーストラリア⽣まれ。1994年にスタンフ
ォード⼤学⾔語学の博⼠を取得。1999年にスタ
ンフォード⼤学において教授⾔語学とコンピュータサ
イエンス学科の教授に就任。

⾃然⾔語処理（NLP）の⼤家として知られ、⾃
然⾔語処理に深層学習を適⽤する研究など多⽅
⾯にて影響⼒を持つ⼈物。

６

（参考）スタンフォード⼤学 コンピュータサイエンスコース 第⼀線（第⼀⼈者、起業家）の
充実した講師陣

「講師・講義内容」は学⽣からも常に厳しくオンライン評価され、競争原理の働く緊張感が質的な好循環を⽣んでいる

※Wikipedia等の公開されている情報源から編集



今後の具体的な取組（案） 「IT⼒強化集中緊急プラン」
１．今後、第４次産業⾰命下で求められる⼈材について、その必要性・喫緊性を明確化するための羅針盤を策定する

・⽇本全体の「ＩＴ⼒」の強化を産官学が⼀体となって取り組む体制とするため、求められる⼈材の必要性や喫緊性、ミスマッチ状況等につ
いて可視化し、ＩＴ⼈材需給やスキル標準等、産官学が共通して⽬指すべき「羅針盤」を提⽰すべき

２．実践的な能⼒・スキルを養成するための産官学連携したシステムを構築する
・⽂系理系を問わず、データサイエンス教育等が求められるようになる中、⼤学等の教育・⼈材育成を⾏う供給サイドと産業界のニーズとのミ
スマッチの解消、ＡＩ⼈材育成や⽂系理系を越えたＩＴ教育を推進するための⼯学教育改⾰、供給サイドと産業界の連携加速化を通
じて実際のビジネスで通⽤する能⼒・スキルを養成できる「実践的な学び」の場の創出を断⾏すべき

・2020年度からの新学習指導要領（プログラミング教育必修化等）の円滑な実施を可能とするため、「未来の学びコンソーシアム」におい
て、⺠間の活⼒を最⼤限活⽤した教育コンテンツの充実・⼈材の確保を図るべき

３．「社会⼈の⽣涯学び直し」における「IT・データスキル」等の育成を抜本拡充する
・あらゆる年代・職種の⼈材が基礎的なIT・データスキルを⾝に付けるための「学び直し」に対する受講費⽀援策を構築すべき
・特に「情報セキュリティ」や「データ・ＡＩ」等、喫緊での対応が必要な分野については重点的に⽀援策を講じるべき

４．産業界をリードする国内外のIT等トップ⼈材を創出・獲得する
・ＩＴを起爆剤としたイノベーションによって⽇本経済活性化を実現するため、チャレンジ精神溢れ将来の起業へとつながるＩＴ等のトップ⼈
材を創出すべき

・先般創設された「⽇本版⾼度外国⼈材グリーンカード」を起爆剤として、⾼度外国⼈材のさらなる受⼊れを促進すべき
５．企業において個⼈の専⾨性や付加価値が正当に評価される仕組みを構築する

・企業における採⽤や処遇において、⾝につけた能⼒・スキルを評価する仕組みの構築を促し、「学び直し」に対するインセンティブを創出すべ
き（同⼀労働同⼀賃⾦制度（職務や能⼒等の明確化と公正な評価・処遇）や⾼度プロフェッショナル制度の創設を早期に実現）

「教育・⼈材育成システムの⼤改⾰」は、⽇本の競争⼒向上のための最⼤の鍵

４つのコンセプトに基づき、今後2〜3年を視野に喫緊に取り組むべき「ＩＴ⼒強化集中緊急プラン」を策定。
①⼈⽣100年時代に対応した、「社会⼈の⽣涯学び直し」も含めた教育・⼈材育成システム
②学び・働く「個⼈」に光を当てた⽀援
③第4次産業⾰命時代の競争の決め⼿となる「ＩＴ⼒」への重点化
④産業界の今後のニーズに合致した実践的な能⼒・スキルを養成するために、全体観をもって産官学の取組を統合

７

今後の具体的な取組（案）「IT⼒強化集中緊急プラン」


